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健康 省エネ 快適

 断熱改修で実現する、
 家族の健康と快適な暮らしのためのガイドブック 

省エネ改修事例集





























改修前に現況調査を実施。

断熱改修と耐震補強

安心安全＆快適リノベーション

お客様の声　　Ｋ様邸 ・ 奥様

工事期間 （既存撤去含む） ： 約３ヵ月 （２０２２年６月～９月）

建物情報

福井市 （６地域）

１９８１年

木造軸組工法

６人

Ｉ 様邸　断熱 ・ 耐震改修

VOICE

全体改修事例

１
2 改修前の小屋裏。 ほぼ無断熱。

住宅を地震に強く、 断熱材も新しくしてもらえたので、 とても安心で快適に

暮らせています。 今までは朝寒く、 起きるのが苦手でしたが、 断熱改修後

は朝の目覚めがよく、楽に起きられるようになりました。 リフォーム工事をして、

とてもよかったです。

3 LDK は対面キッチンとし、 使いやすさを考えたリフォーム。

４ 耐震補強＆断熱改修中の写真。 倒壊しないレベルに耐震補強。

（耐震診断時 ： 評点 0.80⇒補強後 ： 評点 1.08）

延べ面積地 域

断熱等級建 築 年

工事費用構 造

補 助 金居 住 者

１５０.７１㎡

等級２ （改修前）

７００万円 （既存撤去含む）

１２０万円（福井市・耐震改修）

４

1 2 3



【シミュレーション図の説明】

断熱で改修前と断熱改修後の断熱性能をシミュレーションソフトで可視化。

より暖色で表示されている部分ほど断熱性能が高く、 性能の違いが一目で確認できる。

池上工務店の家づくりは、 木をふんだんに使用した木造住宅が特徴です。

お客様が安心安全に生活できる事を基本理念とし、 ほとんどが長期優良住宅になっています。

今回の建物は一部店舗になっていた木造住宅を専用住宅として、 断熱改修と耐震改修 （耐震補強） を行ったフル改修です。

耐震改修と断熱改修を同時に行うことで、 コスト面 ・ 性能面 ・ 工事効率の面で大きなメリットがあります。 特にコスト面で解体

を別々に行う必要がないので解体費用を抑えられます。

内装の仕上げはすべて解体撤去し、 断熱材を新たに充填し、 耐震補強は筋交と構造用合板パネルを設置しました。 断熱性

能強化のためグラウールではなく、 熱が伝わりにくいボード系の断熱材を採用したので、 既存住宅の柱 ・ 間柱間にあわせて

充填していくのにとても苦労しましたが、 既存住宅を無暗に解体するのではなく、 フル改修することで有効活用することは重

要なことだと思います。 また、 性能面で格段に UP するため、 住み慣れた場所で快適で安心安全に生活することができます。

改修効果と省エネ住宅シミュレーションによる試算結果 （改修エリアの比較）

断熱仕様の比較

◎ 床 ・ 壁 ・ 天井 ・ 窓をすべて新しくすることで断熱等級６を実現。

◎ 断熱改修と同時に耐震補強で安心安全な住まいを実現。

Before After

断熱性能 （ＵＡ値）

１.５７ ０.４０

足元温度

1.57Ｗ／㎡・Ｋ（断熱等級 2）ＵＡ値

無断熱床

グラスウール10Ｋ50ｍｍ壁

グラスウール10Ｋ50ｍｍ天 井

アルミサッシ ＋ 単板ガラス窓

0.40Ｗ／㎡・Ｋ（断熱等級 6）ＵＡ値

フェノールフォーム保温板1種2号C 60ｍｍ床

フェノールフォーム保温板1種2号C 90ｍｍ壁

フェノールフォーム保温板1種2号C 100ｍｍ天 井

樹脂サッシ ＋ Ｌｏｗ-Ｅトリプルガラス窓

１５.０℃ ２０.９℃

３０,５００円 ９,７００円１８.５℃ ２１.４℃

事業者様のメッセージ　　池上工務店 ・ 池上専務ＭＥＳＳＡＧＥ

ＵＡ値 ： ０.４０ＵＡ値 ： １.５７Before After

体感温度 月々の暖房費

改修内容と施工ポイント

【事例提供事業者】 〒910-0011 福井市経田２丁目１５０７

ＴＥＬ： 0776-22-3023

（ふくいエコはぴねす住宅事業者認証第２０２５-０３０号）

池上工務店

インスタグラム有限会社池上工務店

壁はフェノールフォーム９０ｍｍ充填。 既存壁

断熱よりも２.５倍の断熱性能で断熱強化。

窓は樹脂製サッシ＋Low-E トリプルガラスを

設置。 天井高を高くし、 丸太梁表し。

施工風景

Before

After

小屋裏空間を有効利用のため、 屋根はフェノー

ルフォーム 100ｍｍ充填で断熱強化。



改修後の和室。 土壁を残しているため、 壁は自然素材の紙クロスを採用。

改修前の和室。 押入を撤去し、 リビングと和室の一体化を計画。

築５０年の旧耐震の土壁住宅をフルリノベーション

高耐震化、高気密・高断熱と最新設備で省エネ化

お客様の声　　Ｋ様邸 ・Ｋ様

工事期間 （既存撤去含む） ： 約９ヵ月 （２０２３年９月～２０２４年５月）

建物情報

敦賀市 （６地域）

１９７６年

木造軸組工法

２人

Ｋ様邸　断熱 ・ 耐震改修

VOICE

全体改修事例

１
2

改修後の外観。 窓を高断熱サッシ ・ トリプルガラスに入替え、 外壁は焼杉を採用。

隙間だらけで夏暑く冬寒い家でしたが、 フルリノベーションで、 断熱 ・ 気密

性能を高めた結果、 真冬に窓際にいても寒さを全く感じません。 夏も暑さを

感じないので、 不快感が無くなり快適に過ごせています。 解体し新築か、

耐震改修と断熱改修をするフルリノベーションか迷いましたが、 濱田建設さ

んからのご提案で、 耐震改修の補助金と断熱改修リフォームの補助金を活

用できたことで、 同程度の新築で建て替えるよりも、 更に性能が高く、 かつ

安く改修することが出来ました。

3
4

改修後のリビング。 窓から心地よい日差しを取り込む設計に。 　５

改修前の外観。

延べ面積地 域

断熱等級建 築 年

工事費用構 造

補 助 金居 住 者

１１４.８７㎡

等級 1 （改修前）

８４０万円

２２８.５万円

1

2

5

3

4

（耐震改修、断熱、サッシ、換気システム工事分のみ）

敦賀市・ 耐震改修、

国・二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金



【シミュレーション図の説明】

断熱で改修前と断熱改修後の断熱性能をシミュレーションソフトで可視化。

より暖色で表示されている部分ほど断熱性能が高く、 性能の違いが一目で確認できる。

敦賀市を中心に、 嶺南 ・ 嶺北南部をエリアとして、 耐震 ・ 断熱リノベーションを、 インスペクションから設計 ・ 施工までトータ

ルに手掛けさせていただいています。

今回、 施主様からのご要望は、 断熱は、 HEAT20G２グレード （現断熱等級６） を超える仕様で、 気密は、 1.0 cm/ ㎡を切る

ように要望され、 それを実現すべく設計を行いました。 また、 ご高齢のお母様がおられるため、 バリアフリーはもとより、 生活

動線を最優先とし最小限の経路で生活が出来るように配慮、 内装は、 お母様も生活しやすいよう落ち着いた色合いの内装とし、

自然素材の紙クロスと無垢板を使用し、第 1 種換気の熱交換器で内部の空気と湿度が、常に一定に保てるように配慮しました。

外壁も自然素材の焼杉板を採用 （防火構造仕様） し、防火性能を保ちながら、旧市街地の風景に合せた意匠を心掛けました。

解体して新築をするよりも、 税制面も含めて総コストを抑えることも可能ですので、 今後、 カーボンニュートラルを進めていく上

でも、 築古フルリノベーションも選択肢の一つとして考えて行けると思います。

改修効果と省エネ住宅シミュレーションによる試算結果

断熱仕様の比較

Before After

断熱性能 （ＵＡ値）

３.６７ ０.３３

足元温度

ＵＡ値 3.67Ｗ／㎡・Ｋ（断熱等級 1）

無断熱床

土壁壁

無断熱天 井

アルミサッシ ＋ 単板ガラス窓

立上り ： フェノールフォーム保温板1種2号C ｔ=45

平 場 ： フェノールフォーム保温板1種2号C ｔ=30

床（基礎）

フェノールフォーム保温板1種2号C ｔ=60 （防火構造仕様）壁

フェノールフォーム保温板1種2号C ｔ=100天 井

樹脂サッシ + ダブル Low-E トリプルガラス窓

１３.４℃ ２０.４℃

４７,０００円 ５,９００円１７.７℃ ２１.２℃

事業者様のメッセージＭＥＳＳＡＧＥ

ＵＡ値 ： ０.３３ＵＡ値 ： ３.６７Before After

体感温度 月々の暖房費

改修内容と施工ポイント

外壁は外張り断熱、 屋根は、 瓦を撤去 ・ 耐震補強し屋根断熱としました。 基礎は、 ベタ基礎に耐震改修したことにより床断熱から基礎断熱に変更

し、 断熱性能と気密性能を更に高めることとしました。 屋根まで合わせたフルリノベーション。

施工風景

0.33Ｗ／㎡・Ｋ（断熱等級 6）ＵＡ値

◎ 屋根も外壁も外張り断熱で、 高断熱 ・ 高気密化リフォーム。 工事完了時の実測Ｃ値は、 0.7cm /m 。

◎ 第一種熱交換型換気システムにより空気をコントロール。

◎ 床下を土からベタ基礎土間に改修し、 基礎断熱を採用し高断熱 ・ 高気密化。

　　足元からの底冷えをシャットアウト。

2 2

【事例提供事業者 ・ 施工】【事例提供事業者 ・ 設計】

〒914-0051 敦賀市本町２丁目８−３
ＴＥＬ： 0770-22-4433
（ふくいエコはぴねす住宅事業者認証第２０２５-０１２号）

濱田建設株式会社
〒914-0131 敦賀市公文名５−７０
ＴＥＬ： 0770-22-0283
（ふくいエコはぴねす住宅事業者認証第２０２５-０１１号）

㈲ハマダ・アーキテクチャル・コンサルタント

濱田建設ＨＰ インスタグラム

ハマダ・アーキテクチャル・コンサルタント
濱田建設　　　　　　　　　　　 浜田 肇一氏



趣味を満喫できるご主人専用部屋。

築３０年鉄骨住宅の断熱性能を

向上させたリノベーション

お客様の声　　Ｓ様邸 ・ 奥様

工事期間 （既存撤去含む） ： 約 １年半 （２０２２年６月～２０２３年１２月）

建物情報

福井市 （６地域）

１９９６年

鉄骨造

４人

Ｓ様邸　断熱改修

VOICE

ゾーン改修事例

１

3

改修前のキッチン。 奥様ご要望のアイランドキッチンへ。

改修した 1 階部分はどこでも温度差が無く、 お風呂上がりや洗濯物を干す

際も温度へのストレスがなく、 年中快適になりました。 玄関入ってすぐの体感

は本当驚きです。 冬場は乾燥してアカギレしていましたが、 今は加湿器が

無しで、 浴室を開放しているだけで、 アカギレも軽減されるようになりました。

改修中の写真。 ウレタンフォームを吹き付け、 断熱気密を向上。2

4 開放感溢れる LDK。 断熱性能向上はもちろん、 アイランドキッチンや背面の作業台、

サンルームなど、 奥さまがスムーズ且つ心地よく過ごせるお気に入りの空間です。

延べ面積地 域

断熱等級建 築 年

工事費用構 造

補 助 金居 住 者

２０９㎡ （改修 ： １３０.００㎡）

等級１ （改修前）

２,５００万～３,０００万円 （既存撤去含む）

１５５万円
（国・窓リノベ、給湯省エネ、こどもエコ住まい住宅）

1 2 3

1 階全て （LDK、洋室２部屋、和室、脱衣室、浴室、廊下、玄関ホール）改修部分

4



２階の室温と比べると断熱改修した１階の室温は一定に

保たれて、 どこでも温度差が小さい。

２階は空調設備のないトイレや廊下はかなり室温が低い。

改修ゾーンの気密性能 （C 値） 0.3㎠ / ㎡という結果、

新築住宅レベルの性能です。

天井は熱橋部を少なくするため、現場発泡

ウレタンフォームを吹付け。

軽量鉄骨造は解体すると熱橋がむき出しになるため、できる限り解体範囲をおさえ、熱橋

部となる軽量鉄骨部分には断熱材充填で熱橋対策。そして、気密シート施工と隙間部分

に気流止めを行い、断熱性能と気密性能ＵＰ。

改修効果と省エネ住宅シミュレーションによる試算結果 （改修エリアの比較）

断熱仕様の比較

◎ 木造と比べて施工が難しいと言われる軽量鉄骨造で気密と断熱のこだわりの性能向上。

　　（気流止め、 熱橋対策など）

◎ １階をエアコン１台でまかなう空調計画と換気計画。

Before After

断熱性能 （ＵＡ値）

1.27Ｗ／㎡・Ｋ（断熱等級 1）ＵＡ値

押出法ポリスチレンフォーム１種 30mm床

フェノールフォーム 29mm
グラスウール 75mm

壁

ロックウール55mm天 井

金属製サッシ ＋ 単板ガラス窓

0.38Ｗ／㎡・Ｋ（断熱等級 6）ＵＡ値

既存断熱
＋ フェノールフオーム保温板1種2号C 50mm

床

現場発泡ウレタンフォーム 80mm壁

現場発泡ウレタンフォーム 200mm天 井

樹脂サッシ ＋ Ｌｏｗ-Ｅ複層ガラス

樹脂サッシ ＋ Ｌｏｗ-Ｅトリプルガラス

窓

１.２７ ０.３８

３５２,８９０円 １９６,５００円

事業者様のメッセージ　　山﨑建設 ・ 山﨑社長ＭＥＳＳＡＧＥ

年間光熱費 （実績値）

※太陽光、 蓄電池設置効果も含む。

改修内容と施工ポイント

【事例提供事業者】 〒918-8032 福井市南江守町７８−２６−１

ＴＥＬ： 0776-35-7700
山﨑建設ＨＰ

インスタグラム山﨑建設株式会社

施工風景

Before

After

【性能の説明①】 【性能の説明②　気密測定（断熱改修ゾーン）】

１階断熱改修ゾーンの室温
エアコン設定温度 22℃（冬）

２階非断熱改修エリア
寝室エアコン設定温度 27℃（冬）

私たちは、 人と同じように、 建物にも人生があると考えています。 産声をあげた瞬間から、 時の経過と共に成長し、 年齢を

重ねても、 きちんとケアすれば魅力を継続できます。

私たち山﨑建設は、お客さまのご要望に耳を傾けながら、美しく、心地よく、機能的な建物をご提供する会社を目指しています。

今回のご依頼は築 30 年で、 浴室やキッチンの入れ替えを検討中に、 家が寒く結露も酷かったことから老後のことも考えて、

一階全体をリノベーションすることになりました。

軽量鉄骨の建物なので、 特に熱橋部対策が重要だったので、 十分な断熱補強を行い、 UA値 0.38W/㎡・K を実現しました。

また気密にもこだわり、 気流止めを意識しながら施工を行い、 C 値 0.3ｃｍ/ ㎡と新築住宅レベル同等の測定結果となりました。

お客様にはたいへん喜んでいただき、 私たちが目指す家づくりをご提供できたのではないかと思います。



1 階 ： リビング、 浴室、 廊下 （一部）改修部分

解体中の写真。 ところどころ木材が劣化している。

既存の断熱材も劣化していたので全撤去。

国と越前市の断熱リフォーム補助金を

併用し賢く断熱改修

お客様の声　 Ａ様邸 ・娘さん

工事期間 （既存撤去含む） ： 約２ヵ月 （２０２５年８月～１０月）

建物情報

越前市 （６地域）

１９９３年

木造軸組工法

４人

Ａ様邸　断熱改修

VOICE

ゾーン改修事例

１

2 壁の断熱 ・ 気密施工後の写真。 気密シートによる気流止め （壁の色が濃い部分）

により、 床下からの冷気流入を防ぐ。

今回の断熱改修をして気づいた点がありました。

エアコンを運転している断熱改修をしていない２階の部屋と、 エアコンを運

転していない断熱改修をした１階リビングで体感温度が同じように感じられま

した。 断熱改修の効果だと思います。 断熱改修することにより、 より省エネ

で快適な空間になるのだなと実感しました。

3 窓周りは既存の窓はそのままで内窓を設置。 断熱性能だけでなく、 防音性能もＵ Ｐ 。

４ リビングの完成写真。 夏も冬も快適に過ごせる、 くつろぎの空間に。

延べ面積地 域

断熱等級建 築 年

工事費用構 造

補 助 金居 住 者

１２９.２㎡ （改修 ： ３１.５㎡）

等級 1 （改修前）

８７０万円 （既存撤去含む）

６５.９万円 （越前市補助金）

１２.８万円 （国・子育てグリーン）

4

1 2 3



【シミュレーション図の説明】

断熱で改修前と断熱改修後の断熱性能をシミュレーションソフトで可視化。

より暖色で表示されている部分ほど断熱性能が高く、 性能の違いが一目で確認できる。

越前市で木材加工と住宅施工を行う　中西木材株式会社　中西です。

住宅の断熱施工に関して３年ぐらい前から、 力を入れて取り組んできました。 新築住宅で気密性能を 0.2 ～ 0.3ｃ㎡ / ㎡をコ

ンスタントに出せるように最近ではなってきました。

今回は、 越前市の断熱リフォームの補助金を活用して断熱改修を行いました。 断熱改修範囲外の住宅設備機器などの入れ

替えもあり、 工事費がアップすることを考慮し、 断熱改修は１階の温熱環境の改善を目的とした、 ゾーン改修を提案しました。

１階の床 ・ 壁 ・ 天井とも既存の断熱材はすべて撤去し、 高性能な断熱材に入れ替えました。

越前市の補助金は気流止めの工事費用も補助対象となっており工事費用の負担軽減にとても助かりました。 窓は内窓を設置

し工事費が安価になるように工夫をしました。 １階部分の温熱環境はかなり改善されたと思います。

改修効果と省エネ住宅シミュレーションによる試算結果 （改修エリアの比較）

断熱仕様の比較

◎ 改修部分の断熱材を全撤去し高性能な断熱材に改修。

◎ 気密シートや気流止めなどの気密工事を丁寧に行うことで、 外気からの影響を軽減。

Before After

断熱性能 （ＵＡ値）

１.４１ ０.４６

足元温度

1.41Ｗ／㎡・Ｋ（断熱等級 1）

発泡系断熱材20mm床

グラスウール10Ｋ50ｍｍ壁

グラスウール10Ｋ50ｍｍ天 井

アルミサッシ ＋ 単板ガラス窓

0.46Ｗ／㎡・Ｋ（断熱等級 6）

押出法ポリスチレンフォーム3種ｂ相当50mm床

既存壁＋高性能グラスウール105ｍｍ（袋なし）
+ 気密シート0.2mm

壁

セルローズファイバー250mm天 井

既存窓＋樹脂製内窓 （Ｌｏｗ-Ｅ複層ガラス）窓

１６.６℃ ２０.３℃

５,０００円 １,９５０円１９.３℃ ２１.１℃

事業者様のメッセージ　　中西木材 ・中西専務様ＭＥＳＳＡＧＥ

ＵＡ値 ： ０.４６ＵＡ値 ： １.４１Before After

体感温度 月々の暖房費

改修内容と施工ポイント

【事例提供事業者】 〒915-0801　越前市家久町６３-１１-１

ＴＥＬ： 0778-23-2233

（ふくいエコはぴねす住宅事業者認証第２０２５-００７号）

中西木材ＨＰ
中西木材株式会社

壁は高性能GW1０５ｍｍ、天井はセルローズファイバーを充填した上で、気密工事も丁寧に。

床も断熱材を入れ替えることで、 改修した空間は新築同様に。 配管部分の気密処理も丁寧に行

うことにより、 漏気を防止。

開口部は５か所に内窓取り付け。 内窓は省施

工で、 簡単に性能ＵＰ。

施工風景

Before

After

←

←

ＵＡ値 ＵＡ値



1 階全体 ： リビング （和室→洋室）、 浴室、 洗面、 トイレ、 廊下改修部分

ダイニングキッチンと隣のリビング一体化し、 広いＬＤＫにリフォーム。

改修前のダイニングキッチンの写真。

ゾーン改修により生活範囲の

温熱環境を改善！！

お客様の声　　Ｋ様邸 ・ 奥様

工事期間 （既存撤去含む） ： 約２ヵ月 （２０２４年１０月～１２月）

建物情報

坂井市 （５地域）

１９８９年

木造軸組工法

３人

Ｗ様邸　断熱改修

VOICE

ゾーン改修事例

１
2

断熱改修と同時に外観をリフォーム。

当初は水回り （キッチン、 浴室） のリフォームのみを希望していましたが、

少し気になっていた冬の寒さの改善ができないか相談したところ、 断熱改修

のご提案をいただきました。 費用面で１階のみのゾーン改修にしましたが、

家族の集まるリビングは快適になり、 また、 以前は浴室に行くまでの廊下に

寒さを感じていましたが、 今は感じなくなりました。

3
4

断熱施工中の写真。 現場発泡ウレタンフォームで、 壁 ・ 屋根を断熱強化。

延べ面積地 域

断熱等級建 築 年

工事費用構 造

補 助 金居 住 者

９２.７㎡ （改修 ： ６６.２５㎡）

等級 1 （改修前）

２,２００万円 （既存撤去含む）

７７.９万円
（国・子育てリフォーム２０２３）

1 2 3

4



【シミュレーション図の説明】

断熱で改修前と断熱改修後の断熱性能をシミュレーションソフトで可視化。

より暖色で表示されている部分ほど断熱性能が高く、 性能の違いが一目で確認できる。

坂井市丸岡町で 30 年前からウレタン断熱工法の高気密高断熱住宅を建ててきました。 そのノウハウを断熱改修の工事にも

活かしています。

今回の住宅は築 35 年でしたが、 柱や梁などはしっかりしていたので、 現場発泡ウレタンフォームで断熱改修することを選択し

ました。 理由は、 既存住宅の気密工事はかなり難しくなるので、 現場発泡することで手が行き届かない部位まで断熱を充填

しプラス気密性能を確保できるためです。 実際、 断熱改修した１階部分の気密性能は C 値 1.0 ㎝ / ㎡ （ふくいエコはぴねす

住宅で求められる性能） の測定結果でした。

断熱改修の補助金を活用し、 工事費用を若干おさえることができたので、 水回りのキッチン、 浴室もグレードアップすること

ができました。 おかげで、 お客様にもたいへん喜んでいただくことができました。

改修効果と省エネ住宅シミュレーションによる試算結果 （改修エリアの比較）

断熱仕様の比較

◎ 既存の断熱材はすべて撤去し、 現場発泡ウレタンフォームにより断熱効果の向上を提案。

◎ 間取りの変更は最小限に抑え、 断熱性能の大幅 UP。 高効率住宅設備の導入を提案。

Before After

断熱性能 （ＵＡ値）

１.８７ ０.４６

足元温度

ＵＡ値 1.87Ｗ／㎡・Ｋ（断熱等級 1）

無断熱床

グラスウール50ｍｍ壁

グラスウール100ｍｍ天 井

アルミサッシ ＋ 単板ガラス窓

0.46Ｗ／㎡・Ｋ（断熱等級 6）

押出法ポリスチレンフォーム3種ｂ相当50mm床

現場発泡ウレタンフォーム 95mm壁

現場発泡ウレタンフォーム 250mm天 井

樹脂サッシ ＋ Ｌｏｗ-Ｅ複層ガラス窓

１１.７℃ １９.８℃

１８,０００円 ４,３００円１５.８℃ ２０.９℃

事業者様のメッセージ　　末政建設 ・ 平澤社長ＭＥＳＳＡＧＥ

ＵＡ値 ： ０.４６ＵＡ値 ： １.８７Before After

体感温度 月々の暖房費

改修内容と施工ポイント

【事例提供事業者】 〒910-0326 坂井市丸岡町末政１０−８−２

ＴＥＬ： 0776-66-2647

（ふくいエコはぴねす住宅事業者認証第２０２５-０３１号）

末政建設ＨＰ

インスタグラム末政建設株式会社

改修前の断熱材は劣化し、 断熱性能が低下していたため全て撤去。 改修後は現場発泡ウレタ

ンフォームで断熱性能アップさせ、 また隙間なく充填できることで気密性能もアップ。

窓は撤去し、樹脂サッシ Low-E 複層ガラスに変

更。 外気温による窓からの影響を減少。

施工風景

Before

After

ＵＡ値



築３９年の和室が大変身！

断熱リフォームで暖かく快適な洋室へ

お客様の声　М様邸 ・ ご主人

工事期間 （既存撤去含む） ： 約 1 ヵ月 （２０２５年４月７日～５月２日）

建物情報

大野市 （５地域）

１９８７年

木造軸組工法

３人

М様邸　断熱改修

VOICE

部分改修事例

改修前の和室の写真。１

2 改修中の写真。 壁、 天井には断熱材、 気密シートが丁寧に施工されている。

当初は内装の変更のみを依頼しましたが、 断熱性能の向上を提案いただきま

した。 今では提案を受けてよかったと感じています。

娘の里帰りが増えて、 孫ともどもこの部屋に集まる機会が増えました。

改修前より家にいる時間が増え、 エアコンの使用時間が長くなりましたが、

電気代は改修前と変わっていません。

3 完成直後の写真。 寒い和室から暖かい洋室に。

４ 引き渡し後、 ご主人によってさらに大変身。 快適＆ワクワク楽しい空間に。

4

1 2 3

延べ面積地 域

断熱等級建 築 年

工事費用構 造

補 助 金居 住 者

1 階和室 （1 部屋）改修部分

１８０.５０㎡ （改修 ： ２１㎡）

等級 1 （改修前）

３７０万円 （既存撤去含む）

７４.５万円
（国・窓リノベ、子育てリフォーム）



【シミュレーション図の説明】

断熱改修前と断熱改修後の断熱性能をシミュレーションソフトで可視化。

より暖色で表示されている部分ほど断熱性能が高く、 性能の違いが一目で確認できる。

福井県にお住いの皆様、こんにちは！あまや製材です。 私たちは、高気密高断熱の家づくりを通して、皆様の暮らしを

より快適にするお手伝いをしています。

今回は築３９年お住まいの和室を、くつろぎの洋室へとリフォームさせていただいた事例をご紹介させていただきました。

今回のリフォームでは、２０２５年度の住宅省エネ補助金制度を賢く活用し、内装を一新するだけなく、住まいの断熱性能

をグンと向上させました。

壁や天井には新築住宅と同等の断熱性能になるよう、 高性能グラスウールをたっぷりと使用。 さらに、最新の断熱窓

に交換することで、一年を通して快適な室温を保てる、まるで新築のような空間が実現しました。

床は 1 階全体に対し断熱改修を行い、足元から

くる冷気をシャットアウト。

壁は袋なしのGWを施工後、外部からの漏気を

防ぐため、 気密シートを丁寧に施工。

天井は広い小屋裏空間を利用して、断熱材の

厚みを３１０mm とし、断熱を強化。

改修内容と施工ポイント

断熱仕様の比較

改修効果と省エネ住宅シミュレーションによる試算結果 （改修エリアの比較）

施工風景

◎ 床は改修範囲以外の既存床を全て断熱改修。 足元の表面温度を改善。

◎ 壁 ・ 天井の断熱性能を大幅アップ！まるで魔法瓶のような快適空間へ。

Before

Before

After

After

断熱性能 （ＵＡ値）

２.０５ ０.４０

足元温度

2.05Ｗ／㎡・Ｋ （断熱等級 1）ＵＡ値

無断熱床

グラスウール 50mm壁

無断熱天 井

アルミサッシ ＋ 単板ガラス窓

0.40Ｗ／㎡・Ｋ （断熱等級 6）ＵＡ値

現場発泡ウレタンフォームA種3　80mm床

高性能グラスウール 16Ｋ105mm （袋なし）
＋気密シート 0.2mm

壁

高性能グラスウール 16Ｋ310mm （袋なし）
＋気密シート 0.2mm

天 井

樹脂サッシ ＋ Ｌｏｗ-Ｅトリプルガラス

樹脂サッシ ＋ Ｌｏｗ-Ｅペアガラス
窓

１１.５℃ ２０.２℃

６,０００円 １,５００円１６.７℃ ２１.１℃

【事例提供事業者】 〒912-0021　大野市中野３丁目８-１

ＴＥＬ： 0779-65-7600

（ふくいエコはぴねす住宅事業者認証第２０２５-００１号）

あまや製材ＨＰ
株式会社あまや製材

事業者様のメッセージ　　あまや製材 ・竹田社長ＭＥＳＳＡＧＥ

ＵＡ値 ： ０.４０ＵＡ値 ： ２.０５Before After

体感温度 月々の暖房費



改修後の外観。 板張りにし、 落ち着いた雰囲気に。

築１１０年の伝統構法の古民家を

年中快適に過ごせる省エネ住宅へ

お客様の声　　М様邸 ・ ご主人様

主屋 ： 約 ６ヵ月 （２０２４年１月～６月）
離れ ： 約 ６ヵ月 （２０２４年９月～２０２５年２月）

工事期間

建物情報

敦賀市 （６地域）

１９１４年

主屋：木造伝統構法

離れ：木造軸組工法

３人

М様邸　断熱 ・ 耐震改修（古民家）

VOICE

全体改修事例

１

3

改修前のリビング。

我が家は大正 3 年に建築され、 昭和 40 年頃に増築された住宅です。

長年にわたり隙間風に悩まされ、 特に冬の寒さが大きな課題となっていまし

た。 北海道の住宅では、 夜中に目を覚ましても寒さを感じにくいことを体験

したのをきっかけに、 北陸の住宅建築そのものに気密性や断熱性能の課題

があるのではないかと考えるようになりました。

このたび古民家改修にあたり断熱材の施工を行い、 現代の設備と組み合わ

せることで、 冬でも暖かく、 快適に過ごすことができる住環境を実現しました。

改修前の外観。2

4 改修後の内観。 既存の梁を活かした内装に。

延べ面積地 域

断熱等級建 築 年

工事費用構 造

補 助 金居 住 者

主屋：１４３.７２㎡
離れ：８１.００㎡

等級１ （改修前）

１,１３０万円

３７６.３万円

1 2 3

4

敦賀市・ 耐震改修、
国・窓リノベ、子育てエコホーム、給湯省エネ

耐震改修、断熱、サッシ、換気システム、
エコキュート工事分のみ



敦賀市を中心に、 嶺南 ・ 嶺北南部をエリアとして、 伝統構法の耐震 ・ 断熱リノベーションを、 インスペクションから設計 ・ 施

工までトータルに手掛けさせていただいています。

今回、 主屋は伝統構法、 離れは在来工法と構造も建築年代も大きく異なっていたため、 耐震改修方法、 断熱改修方法を

個別に変えて改修することとしたため、 工期や検討に時間を要しました。 特に伝統構法部分の土壁部分は耐震要素であるた

め、 出来るだけ残すこととしましたが、 土壁には凹凸があるため、 下屋屋根と 2 階外壁の取合い部分で気密を確保すること

に苦慮しました。 今回は、 外部も含めたフルリノベーションで、 耐震改修も併せて行ったため、 壁、 床、 天井については、

気密処理を行いやすかったです。 また、 伝統構法部分の外壁は、 外張り断熱とし、 土壁のもつ吸放湿性、 蓄熱性を活かし

ながら、 断熱改修が出来、 伝統構法の良さを最大限に生かすことが出来ました。 ご家族には、 ご高齢のお母様もいらっしゃ

るため、 バリアフリーはもとより、 介護リフォームも合わせて計画、 快適に過ごせる住まいとなりました。

床は解体し断熱材を充填しました。 結露は皆無、 床からの冷気無し、 年中を通し不快感は全くありません。

伝統構法の 2 階部分は物置状態でしたが、 天井を撤去し、 地松の梁を表しとし、 更に耐震補強し再生。

２６帖ワンルームの大空間として生まれ変わりました。

改修効果と省エネ住宅シミュレーションによる試算結果 （改修エリアの比較）

断熱仕様の比較

◎ 土壁の特性 ( 蓄熱性 ・ 吸放湿性 ) を活かしながら、 外張り断熱で気密と断熱性能を確保

◎ 第一種熱交換型換気システムにより空気をコントロール

Before After
主屋 ： 3.41Ｗ／㎡・Ｋ（断熱等級 1）

離れ ： 3.10Ｗ／㎡・Ｋ（断熱等級 1）

ＵＡ値

※主屋 ： 木造伝統構法部分　／　離れ ：木造軸組工法部分

主屋 ： 0.64Ｗ／㎡・Ｋ（断熱等級 4）

離れ ： 0.60Ｗ／㎡・Ｋ（断熱等級 5）
ＵＡ値

無断熱床 主屋 ： フェノールフォーム保温板1種2号C ｔ=45＋防湿気密シート 0.2mm

離れ ： フェノールフォーム保温板3種1号A ｔ=45＋防湿気密シート 0.2mm

床

無断熱天 井 天 井 主屋 ： フェノールフォーム保温板1種2号C ｔ=45

　　　　 ＋可変透湿気密シート

離れ ： 高性能グラスウール16K ｔ=155＋可変透湿気密シート

土壁壁 主屋 ： フェノールフォーム保温板1種2号C ｔ=45 （防火構造仕様）

離れ ： 高性能グラスウール16K ｔ=105＋可変透湿気密シート

壁

アルミサッシ ＋ 単板ガラス窓 主屋 ・ 離れ ： 樹脂サッシ + Low-E 複層ガラス窓

玄関 ・ 浴室 ： 押出法ポリスチレンフォーム保温板3種b 立上り ： t=50/ 平場 ： t=20その他

事業者様のメッセージ
ハマダ・アーキテクチャル・コンサルタント

濱田建設　　　　　　　　　　　 浜田 肇一氏
ＭＥＳＳＡＧＥ

改修内容と施工ポイント

【事例提供事業者 ・ 施工】【事例提供事業者 ・ 設計】

〒914-0051 敦賀市本町２丁目８−３
ＴＥＬ： 0770-22-4433
（ふくいエコはぴねす住宅事業者認証第２０２５-０１２号）

濱田建設株式会社

〒914-0131 敦賀市公文名５−７０
ＴＥＬ： 0770-22-0283
（ふくいエコはぴねす住宅事業者認証第２０２５-０１１号）

㈲ハマダ・アーキテクチャル・コンサルタント

施工風景

Before

After

【シミュレーション図の説明】

断熱で改修前と断熱改修後の断熱性能をシミュレーションソフトで可視化。

より暖色で表示されている部分ほど断熱性能が高く、 性能の違いが一目で確認できる。

断熱性能 （ＵＡ値）

主屋

足元温度 （主屋 ・ 離れ）

１１.０℃ ２０.３℃

５５,０００円 １２,５００円
２９,０００円 ９,０００円

１６.５℃ ２１.２℃

体感温度 （主屋 ・ 離れ） 月々の暖房費

３.４１ ０.６４

３.１０ ０.６０離れ

主屋

離れ

主屋　ＵＡ値 ： ０.６４主屋　ＵＡ値 ： ３.４１

離れ　ＵＡ値 ： ０.６０離れ　ＵＡ値 ： ３.１０
Before After

濱田建設ＨＰ インスタグラム



1 階 ： 玄関ホール、和室→リビング・ダイニング /2 階 ： 屋根裏部屋→洋室改修部分

改修前の写真。 古民家特有の立派な梁。

豪雪地域の古民家を

省エネで快適な住空間に断熱改修

お客様の声　　Ｋ様邸 ・ ご主人

工事期間 （既存撤去含む） ： 約２ヵ月半 （２０２４年３月～５月中旬）

建物情報

池田町 （４地域）

１９３０年

木造軸組工法

４人

Ｋ様邸　断熱 ・ 耐震改修 （古民家）

VOICE

ゾーン改修事例

１

天井にも隅々までしっかりと断熱材を充填。3

2 壁は既存の土壁を残しつつ、 断熱材と気密シートでしっかり断熱。

私が生まれ育ったスウェーデンの家は冬でも半ズボンとＴシャツで過ごせまし

たが、 この家に住んだ１年目の冬は隙間風も入ってきて、 とにかく寒くて耐

えられませんでした。 そこで、とにかく暖かい家が欲しくて断熱改修しました。

改修をしたことにより冬はとても快適に過ごせるようになり、 とても満足してい

ます。 隙間風もなく、 床も冷たくないので薪ストーブだけで十分暖かく過ごせ

るようになりました。

5 ２階も洋室に改修。 冬は薪ストーブの暖気でポカポカ空間に。

４ リビングは古民家の良さを残しつつ、 現代風のおしゃれで暖かな家族の団らん

スペースに大変身。

延べ面積地 域

断熱等級建 築 年

工事費用構 造

補 助 金居 住 者

１８３.４５㎡ （改修 ： ６９.５６㎡）

等級 1 （改修前）

１,０４０万円 （既存撤去含む）

無し

4

1 2

5

2



【今回の耐震補強】

左の模型が改修前で、 右の模型のように内側に新たに

耐力壁を新設し、 独自で考案したシェルター式の耐震

補強を行った。

※町が実施する耐震改修補助は受けていません。

壁付第１種熱交換型換気設備を設置。
室内の温度ムラを軽減。

調湿効果のあるセルローズファイバー
250mm 充填。

断熱材には高性能グラスウールを採用。

既存の壁や柱は活かしつつ、 施工を行った。

【シミュレーション図の説明】

断熱で改修前と断熱改修後の断熱性能をシミュレーションソフトで可視化。

より暖色で表示されている部分ほど断熱性能が高く、 性能の違いが一目で確認できる。

越前市で木材加工と住宅施工を行う、 中西木材株式会社　中西です。 住宅の断熱施工に関して３年ぐらい前から、 力を入れて

取り組んできました。 新築住宅で気密性能を 0.2 ～ 0.3ｃ㎡ / ㎡をコンスタントに出せるように最近ではなってきました。

今回は、 豪雪地域の古民家を断熱改修ということで、 とても苦労しました。 住空間の改善がメインのため断熱改修が主な目的で

はありましたが、 当然、 豪雪地域ということも鑑みて耐震性も考慮しました。 左写真のように簡易的ではありますが、 壁をふかし

た施工を今回は採用しました。 断熱性能は断熱材に厚みを持たせることは当然ですが、 気密施工、 気流止めの施工を丁寧に

行い、 出来るだけ外気に影響を受けにくくしました。 また、 換気にもこだわり、 壁付の熱交換型の同時給排 （第１種換気） を採

用し室内の空気が無駄に外へ排出されないように計画しました。 冬の室内環境は以前よりもかなりよくなったと思います。 あとは、

夏の高温多湿の状態のときの室内空間の改善が必要かもしれません。

またお客様のお声を聴きながら、 夏の断熱改修にも努めていきたいと思います。 中西木材は （株） ではこのように設計 ・ 施工一

貫で行っています。

改修効果と省エネ住宅シミュレーションによる試算結果 （改修エリアの比較）

施工風景

断熱仕様の比較

耐震補強

◎ 外気の影響をできる限り軽減するため、 壁は気密シートを丁寧に施工。

◎ 湿度の高い地域のため、 天井は調湿効果があるセルローズファイバーを充填。

Before

Before

Before

After

After

Before

After

断熱性能 （ＵＡ値）

２.８４ ０.４６

足元温度

2.84Ｗ／㎡・Ｋ（断熱等級 1）

無断熱床

土壁壁

無断熱天 井

アルミサッシ ＋ 単板ガラス窓

0.46Ｗ／㎡・Ｋ（断熱等級 5）

押出法ポリスチレンフォーム３種ｂ相当50mm床

既存壁＋高性能グラスウール105ｍｍ（袋なし）
+ 気密シート 0.2mm

壁

セルローズファイバー250mm天 井

既存窓 ＋ 樹脂製内窓 （Ｌｏｗ-Ｅ複層ガラス）窓

After

After

１２.０℃ １９.９℃

２７,０００円 ５,６００円１７.０℃ ２１.０℃

事業者様のメッセージ　　中西木材 ・中西専務様ＭＥＳＳＡＧＥ

ＵＡ値 ： ０.４６ＵＡ値 ： ２.８４Before After

体感温度 月々の暖房費

改修内容と施工ポイント

【事例提供事業者】 〒915-0801　越前市家久町６３-１１-１

ＴＥＬ： 0778-23-2233

（ふくいエコはぴねす住宅事業者認証第２０２５-００７号）

中西木材ＨＰ
中西木材株式会社

ＵＡ値 ＵＡ値










